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校長の認識にみる教育の情報化の現状と課題

 

金川　舞貴子※１　福本　昌之※２　米沢　崇※３　諏訪　英広※２

　本稿の目的は，校長を対象とした調査研究を通じて，教育の情報化の現状と課題に関する校長の認識を把握し，

教育の情報化の推進に寄与しうる基礎的知見を得ることである。そのために，具体的には以下の点について検討

した。① ICT の利用に関する現任校や自身の現状に対する校長の認識，②学校全体として ICT の活用を進めて

いくための改善の必要性に対する校長の認識，③ ICT の利用に関する現状認識の差異による改善の必要性に関す

る認識の差異，④教育の情報化を進めたり，ICT を活用したりするなかで，当初予想していなかった成果・効果，

⑤教育の情報化を進めたり，ICT を活用したりするなかで，当初予想していなかった課題・問題。
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Ⅰ．問題と目的
　本稿では，学校長（以下，校長）を対象とした調

査研究を通じて，教育の情報化の現状と課題に関す

る校長の認識を把握することを目的とする。

　1980 年代以降，情報通信技術の発達とともに教育

の情報化は教育改革の柱の一つとして主要な教育政

策課題に取り上げられている。例えば，近年では，

文部科学省が初等中等教育段階の学校教育の情報化

に関する総合的な推進方策について検討を行う「学

校教育の情報化に関する懇談会」を 2010 年 4 月から

開催し，同年 8 月に「教育の情報化ビジョン（骨子）」

を取りまとめ，2011 年 4 月に「教育の情報化ビジョン」

を公表した。その主旨は，「社会の情報化の急速な発

展等に伴い，情報通信技術を最大限活用した 21 世紀

にふさわしい学びと学校が求められている」（注 1）とい

う認識に立っている。また，総務省もフューチャース

クール推進事業を 2010 年度から推進しており，そこ

でも「ユビキタスネット社会の実現に向けて，教育

の情報化は世界最高水準の ICT 国家実現の基盤とな

るものであり，我が国の次世代を担う子どもたちが，

早い段階から ICT に親しみ，情報活用能力を向上さ

せ，新しい知的価値，文化的価値を創造できる 21 世

紀型の社会を構築することが重要です」（注２）と唱え

ている。

　しかしながら，こうした政策主導の方針に対して，

学校や教職員の側がその意義を納得したうえで，肯定

的な受容をしているかどうかは管見の限り課題とし

て重視されていない。教授実践という教師の専門性

にかかわる領域であるがゆえに，教育現場の実態と

改革を志向する政策意図の接合をより重視し，教育

現場の現実と教育政策の描く理想の狭間をどのよう

に埋めていくのかという課題を措定することが必要

だと考えられる。また，学校の責任者である校長が

学校経営上，教育の情報化をどのようにとらえてい

るかを検討している研究は管見の限り見当たらない。

そこで，教育の情報化の現状と課題に関する校長の

認識を把握することができれば，教育の情報化の推

進に寄与しうる基礎的知見を提供することができる

と考えた。具体的には，以下の点について検討する。

1）　ICT の利用に関する現任校や自身の現状に対

　する校長の認識

2）　学校全体として ICT の活用を進めていくため

　の改善の必要性に対する校長の認識

3）　ICT の利用に関する現状認識の差異による改
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　善の必要性に関する認識の差異

4）　教育の情報化を進めたり，ICT を活用したりす

　　るなかで，当初予想していなかった成果・効果

5）　教育の情報化を進めたり，ICT を活用したりす

　　るなかで，当初予想していなかった課題・問題

Ⅱ．方法
１　本研究の概要

　本研究は共同研究で行っている。研究チームは，

教育経営学（学校経営，教師教育等）を専攻する研

究者から成り，各々が学校組織，教員評価，教員の

力量形成，管理職の資質能力等を研究対象としてい

る。近年 ICT の進展を背景に，学校や教育において

も，情報化の必要性が説かれ，教育の情報化を推進

する諸施策に力が入れられている。その一方で，そ

れらの施策に対して，学校現場や教職員の実態や実

情，要望がどの程度反映されているかについては，

必ずしも定かではない。質問紙調査に先だって，共

同研究者は 2011 年度間に学校現場で ICT が実際に

どのように使われているか，どのような学校経営方

針との整合性において教育の情報化に取り組まれて

いるのかを知るための訪問による調査，及び聞き取

り調査を実施した。その詳細はここでは割愛するが，

概して，教育政策の意図が必ずしも教育現場に伝わっ

ていない，あるいは，教育現場の意思と教育政策の

意図とには乖離があるとの認識を得た。

　そこで，本調査では小学校・中学校に勤務する教職

員を調査対象とし，教育の情報化が学校現場において

どのように受け止められ，どのような効果や問題点，

必要性が感じられているのかについて調査・分析し，

教育の情報化に係わる諸問題や諸課題を明らかにし，

それらの解決にむけた基礎的知見を得ることを目的

として本質問紙調査を企画した。

２　質問紙調査の手続き

　全国の公立小学校・中学校より各々 500 校（計

1000 校）を無作為抽出し，調査実施に関わる書類等

一式を各校の校長宛に発送した。調査実施に関する

書類としては，学校への依頼書，研究に関する説明

書及び同意書を送付し，研究への同意が得られる場

合には，各校の教員 5 名と事務職員 1 名および校長に，

調査協力依頼書，質問紙調査用紙，返送用封筒の計 3
点を配布してもらうよう依頼した。説明書において，

回答者自身の調査協力の諾否については回答者の任

意に依存する旨を明記し，また，回答及び返送にお

ける匿名性と任意性を担保するため無記名回答とし，

質問紙調査用紙は個別返送とし，倫理的な配慮につ

いては万全を期した（川崎医療福祉大学倫理委員会：

承認番号 343）。質問紙調査は，先行研究をもとに共

同研究者とともに質問項目を検討し暫定版を作成し

たのち，小学校・中学校・高等学校の校長や教職員数

名にチェックを依頼し，提案された意見をもとに修

正を加え，調査票を完成させた。調査は，2012 年 8
月 20 日に各校宛に調査書類等を発送し，回答の返送

期限を同年 9 月 14 日として行なった。返送された質

問紙調査は，教員 421 件（返送率 8.4%），校長 112
件（同 11.2％），事務職員 103 件（同 10.3％）であった。

本稿では，得られたデータの内，下記の調査項目（2）
（3）（4）について，欠損値の無かった校長 104 件を

分析に用いた。以下の分析（自由記述の分析を除く）

には IBM SPSS Statistics 20 を使用した。

３　質問紙調査の調査項目

　ここでは，校長を対象とした質問紙調査に用いた

調査項目を記す。

（１）フェイスシート

　フェイスシートでは，①校種，②学級数，③教職

員数，④年齢，⑤性別，⑥学校での勤務年数，⑦現

任校での勤務年数，⑧パソコン使用歴，⑨職場での

ICT 利用時間，⑩職場以外での ICT 利用時間につい

て回答を求めた。
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4） 教育の情報化を進めたり，ICT を活用したり

するなかで，当初予想していなかった成果・

効果 

5） 教育の情報化を進めたり，ICT を活用したり

するなかで，当初予想していなかった課題・

問題 
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３ 質問紙調査の調査項目 

ここでは，校長を対象とした質問紙調査に用いた

調査項目を記す。 

（１）フェイスシート 

フェイスシートでは，①校種，②学級数，③教職

員数，④年齢，⑤性別，⑥学校での勤務年数，⑦現

任校での勤務年数，⑧パソコン使用歴，⑨職場での

ICT 利用時間，⑩職場以外での ICT 利用時間につい

て回答を求めた。 
表１ 分析対象者の属性 

1．小学校 47.1

2．中学校 51.0

3．小中一貫校 1.0

平 均 11.1

標 準 偏 差 6.7

平 均 23.4

標 準 偏 差 12.3

平 均 56.2

標 準 偏 差 2.5

1．男性 91.3

2．女性 7.7

平 均 31.9

標 準 偏 差 5.7

平 均 2.1

標 準 偏 差 1.2

平 均 19.1

標 準 偏 差 6.6

平 均 3.3

標 準 偏 差 1.7

平 均 0.9

標 準 偏 差 1.2

年齢（歳）

校種（%）

学級数（クラス）

教職員（人）

パソコン使用歴（年）

性別（%）

※n=104。欠損値を除いて平均値を算出している。合計が100%
にならないのは無回答者等を含めて算出したためである。

学校での勤務歴（年目）

現任校での勤務年数（年目）

職場でのICT利用時間（時間）

職場以外でもICT利用時間（時間）
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（２）ICT の利用に関する現任校や自身の現状につい

ての項目

　ICT の利用に関する現任校や自身の現状について

の認識の測定には，福本（2004）を参考に共同研究

チームで作成した 14 項目を用いた。回答形式は，「あ

てはまらない（1点）」―「あまりあてはまらない（2点）」

―「どちらとも言えない（3 点）」―「ややあてはまる（4
点）」―「よくあてはまる（5 点）」の 5 件法を採用した。

（３）学校全体として ICT の活用を進めていくための

改善の必要性に関する項目

　学校全体として ICT の活用を進めていくための改

善の必要性に関する認識の測定には，福本（2004）
を参考に共同研究チームで作成した21項目を用いた。

回答形式は，「全くない（1 点）」―「あまりない（2 点）」

―「少しある（3 点）」―「非常にある（4 点）」の 4
件法を採用した。

（４）自由記述

　①教育の情報化を進めたり，ICT を活用したりす

るなかで，当初予想していなかった成果・効果につい

て，②教育の情報化を進めたり，ICT を活用したり

するなかで，当初予想していなかった課題・問題に

ついて，それぞれ自由記述形式で回答を求めた。なお，

複数回答も内容の多様性を示すものであると考え認

めた。

Ⅲ．結果と考察
１　ICT の利用に関する現任校や自身の現状につい

ての認識

　表 2 は，ICT を利用する上での現任校および自身

の現状認識について，「ICT の利用に関する貴校の現

状や貴殿の現状認識についておたずねします。それ

ぞれについて，先生ご自身はどのように感じておら

れますか」と問うた結果である。平均値（Mean）は，

5 件法の回答に基づいて算出した。また，平均値の上

位 3 項目に二重下線，下位 3 項目に下線を引いた。

　上位 3 項目は，「13. 情報の流出や漏洩などの事故

が起きないよう，教職員に対する安全管理の指導が

十分に行なわれている。（4.26）」「12. 情報漏洩やウィ

ルス感染などに対して，設備やシステム上の安全対

策は十分に取られている。（4.26）」「14.ICT の利活用

に際して，児童生徒や教職員には，著作権を遵守す

ることが徹底されている。（3.96）」であった。一方，

下位 3 項目は，「5. 必要な機器などを購入するため

に自由に使える予算がある。（1.80）」「9. 校内研修や

研究会などで，ICT の利活用の評価に関わる取組を

行っている。（2.53）」「10.ICT をより効果的に活用す

るため，年度を通じた全体的な見通しを立てている。

（2.67）」であった。

２　学校全体として ICT の活用を進めていくための

改善の必要性に関する認識

　表 3 は，学校全体として ICT の活用を進める上での

改善の必要性について，「学校全体として ICT の活用

をよりよく，効果的に進めていくために，あなたは次

のような事柄について，どの程度改善の必要性がある

と感じておられますか」と問うた結果である（注 3）。平

均値（Mean）は，4 件法の回答に基づいて算出した。

また，平均値の上位 3 項目に二重下線，下位 3 項目

に下線を引いた。

　平均値上位 3 項目は「5. 予算枠の拡大など行政機

関からの支援（3.48）」「6. 教職員の ICT を活用する

力量のレベルアップ（3.38）」「1. 教育委員会などの

関係機関との連携の強化（3.31）」であった。一方，

下位 3 項目は，「18. ICT の利活用に関する校外研修の

充実（2.80）」「4. インターネットに接続できるネット

ワーク環境の整備・充実（2.88）」「12. システムを利

用する際の融通性や裁量性の向上（2.91）」であった。
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件法を採用した。 

 

（３）学校全体として ICT の活用を進めていくため

の改善の必要性に関する項目 

学校全体として ICT の活用を進めていくための改

善の必要性に関する認識の測定には，福本（2004）

を参考に共同研究チームで作成した 21 項目を用い

た。回答形式は，「全くない（1 点）」―「あまりな

い（2 点）」―「少しある（3 点）」―「非常にある（4

点）」の 4 件法を採用した。 

 

（４）自由記述 

①教育の情報化を進めたり，ICT を活用したりす

るなかで，当初予想していなかった成果・効果につ

いて，②教育の情報化を進めたり，ICT を活用した

りするなかで，当初予想していなかった課題・問題

について，それぞれ自由記述形式で回答を求めた。

なお，複数回答も内容の多様性を示すものであると

考え認めた。 

 

Ⅲ 結果と考察 

１ ICT の利用に関する勤務校や自身の現状につい

ての認識 

表 2 は，ICT を利用する上での勤務校および自身

の現状認識について，「貴校や貴殿の ICT を利用す

る上での貴校の現状や貴殿の現状認識についておた

ずねします。それぞれについて，ご自身はどのよう

に感じておられますか」と問うた結果である。平均

値（Mean）は，5 件法の回答に基づいて算出した。

また，平均値の上位 3 項目に二重下線，下位 3 項目

に下線を引いた。 

上位 3 項目は，「13. 情報の流出や漏洩などの事故

が起きないよう，教職員に対する安全管理の指導が

十分に行なわれている。（4.26）」「12. 情報漏洩やウ

ィルス感染などに対して，設備やシステム上の安全

対策は十分に取られている。（4.26）」「14.ICT の利活

用に際して，児童生徒や教職員には，著作権を遵守

することが徹底されている。（3.96）」であった。一

方，下位 3 項目は，「5.必要な機器などを購入するた

めに自由に使える予算がある。（1.80）」「9. 校内研修

や研究会などで，ICT の利活用の評価に関わる取組

を行っている。（2.53）」「10.ICT をより効果的に活用

するため，年度を通じた全体的な見通しを立ててい

る。（2.67）」であった。 

表 2 現任校および自身の現状認識 

選択肢

1
4.8 30.8 20.2 37.5 6.7 3.11 1.07

98.095.35.312.448.036.010.12
68.024.37.62.446.535.119.13

89.037.32.910.053.816.99.24

08.10.19.23.616.432.545 0.89

59.021.38.47.236.531.328.36

19.031.39.15.837.331.228.37

49.024.37.71.840.624.519.28

9
18.3 34.6 26.0 18.3 2.9 2.53 1.08

76.29.12.915.739.624.4101 1.01

11
11.5 30.8 23.1 29.8 4.8 2.86 1.12

61.47.238.456.99.10.121 0.75

13
0.0 1.9 7.7 52.9 37.5 4.26 0.68

69.31.227.653.618.40.041 0.76

3 4 5

情報の流出や漏洩などの事故が起きないよう，教職員に対す

る安全管理の指導が十分に行なわれている。

ICTの利活用に際して，児童生徒や教職員には，著作権を遵守

することが徹底されている。

ICTの活用を進めるのに必要な知識や技術をもつ，頼れる人材

が職場にたくさんいる。

ICTを活用する上で，管理職は明確な考えを持っている。

分からないことが生じたときなど，助言や援助ができる体制

が整っている。

校内研修や研究会などで，ICTの利活用の評価に関わる取組を

行っている。

SD

%

※n =104。「1あてはまらない」「2あまりあてはまらない」「3どちらとも言えない」「4ややあてはまる」「5よくあ

てはまる」。平均値において，上位3項目に二重下線，下位3項目に下線を引いた。

M
項目内容

ICTをより効果的に活用するため，年度を通じた全体的な見通

しを立てている。

ICTの利活用に関する考え方は，職場全体で共有されている。

必要な機器などを購入するために自由に使える予算がある。

教職員が使いたいときには，いつでも必要な機器を使うこと

ができるように，設備等が整備されている。

ICTをより効果的に使うための教材や活用方法などについての

情報が手軽に得られる。

ICTの活用をよりよく進めるために充実した校内研修が行われ

情報漏洩やウィルス感染などに対して，設備やシステム上の

安全対策は十分に取られている。

ICTの活用を進める上で，行政や地域の支援や援助を受けられ

るような体制が整っている。

1 2

 
２ 学校全体として ICT の活用を進めていくための

改善の必要性に関する認識 

表 3 は，学校全体として ICT の活用を進める上で

の改善の必要性について，「学校全体として ICT の活

用をよりよく，効果的に進めていくために，あなた

は次のような事柄について，どの程度改善の必要性

があると感じておられますか」と問うた結果である

（注１）。平均値（Mean）は，4 件法の回答に基づいて

算出した。また，平均値の上位 3 項目に二重下線，

下位 3 項目に下線を引いた。 

平均値上位 3 項目は「5.予算枠の拡大など行政機

関からの支援（3.48）」「6.教職員の ICT を活用する力

量のレベルアップ（3.38）」「1.教育委員会などの関係

機関との連携の強化（3.31）」であった。一方，下位

3 項目は，「18. ICT の利活用に関する校外研修の充実

（2.80）」「4.インターネットに接続できるネットワー

ク環境の整備・充実（2.88）」「12. システムを利用す

る際の融通性や裁量性の向上（2.91）」であった。 
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校長の認識にみる教育の情報化の現状と課題

３　ICT の利用に関する現状認識の差異による改善

の必要性に関する認識の差異の検討

　では，このような校長の ICT の利用に関する現任

校や自身の現状についての認識の差異によって，学

校全体として ICT の活用を進める上での改善の必要

性の認識にどのような差異がみられるのか検討する。

（１）各尺度の因子構造の検討

　因子分析により各尺度の因子構造の検討を行った。

以下に，各因子分析の結果を示す。

１）ICT を利用する上での現任校および自身の現状認識

　ICT を利用する上での現任校および自身の現状認識

を測定する尺度（全 14 項目）について，探索的因子

分析（主因子法，プロマックス回転）を行った。因子

数は，固有値の落差，因子の解釈可能性を考慮して，

3 因子が妥当であると判断した。また，因子負荷量の

絶対値が，全ての因子で .35 未満，複数の因子で .35
以上の項目は削除し，再度因子分析を行った。その結

果，1 項目が削除され，13 項目 3 因子構造を得た（表 4）。
　第Ⅰ因子は，ICT を利用する上での組織的・協働

的取組の現状に関する項目で高い負荷量を示してい

たので「組織的・協働的取り組みの現状」と命名した。

第Ⅱ因子は，ICT を利用する上での計画・評価や校

内研修の現状に関する項目で高い負荷量を示してい

たので「ICT の利活用の計画・評価や研修体制の現状」

と命名した。第Ⅲ因子は，ICT を利用する上での情

報セキュリティの現状に関する項目で高い負荷量を

示していたので「情報セキュリティの現状」と命名

した。α係数もある程度の値が得られた。

２）学校全体として ICT の活用を進める上での改善

の必要性　

　学校全体として ICT の活用を進める上での改善の

必要性を測定する尺度（全 21 項目）について，探索

的因子分析（主因子法，プロマックス回転）を行った。

因子数は，固有値の落差，因子の解釈可能性を考慮

して，3 因子が妥当であると判断した。また，因子負

荷量の絶対値が，全ての因子で .35 未満，複数の因子

で .35 以上の項目は削除し，再度因子分析を行った。

その結果，3 項目が削除され，18 項目 3 因子構造を

得た（表 5）。
　第Ⅰ因子は，ICT を促進するための体制づくりに

関する項目で高い負荷量を示していたので「ICT を

促進するための体制づくり」と命名した。第Ⅱ因子は，

ハードウエア・ソフトウェア・ネットワークの整備・

充実及び情報セキュリティ対策の確立に関する項目

で高い負荷量を示していたので「ハードウエア・ソフ

トウェア・ネットワークの整備・充実及び情報セキュ

リティ対策の確立」と命名した。第Ⅲ因子は，教職員

の意識共有と力量向上に関する項目で高い負荷量を

示していたので「教職員の意識共有と力量向上」と命

名した。α係数もある程度の値が得られた。
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表 3 学校全体として ICT の活用を進めていくための 

改善の必要性 

選択肢

13.32.443.245.310.01 0.70

37.092.32.443.145.310.12

3
0.0 10.6 44.2 45.2 3.35 0.66

88.29.724.930.527.74 0.91
84.37.656.437.80.05 0.65
83.32.642.647.70.06 0.63

35.002.30.623.868.50.07
75.099.24.513.863.610.08
27.052.33.143.243.610.09
16.050.32.125.263.610.001

11
2.9 20.2 41.3 35.6 3.10 0.82

19.25.212.964.519.221 0.62
87.030.38.922.541.329.131
67.022.33.144.043.710.141

77.011.37.332.542.919.151

78.031.33.146.432.028.361
75.089.24.412.074.410.171

08.27.74.560.620.181 0.58

76.049.23.817.851.220.191

20
0.0 22.1 53.8 24.0 3.02 0.68

17.052.35.830.056.99.112

情報漏洩やハッキングからの防御など，安心してICTが利用でき

るような安全対策の確立

ICTの専門家やボランティアの確保や派遣など，人的支援の充実

ICTの利活用に関する校外研修の充実

システムを利用する際の融通性や裁量性の向上

校務支援ソフトを充実し，普及させること

教育や学校により適した機器や装置，アプリケーションの開発

使いたい人が使いたいときに自由に使えるように環境や条件を

整えること

ICTに関する専門職としての役割が明確化された専任職員の配置

ICTの利活用に関する校内研修の充実

ICTを用いた教育を行なうのに，よりふさわしいカリキュラムの

開発

学校教育用のデジタル教材等の利用に関して，著作権の制限が

緩和されること

ICTを用いた教育に対する教職員の共通理解

1 2 3 4

※n =104。「1全くない」「2あまりない」「3少しある」「4非常にある」。平均値において，上位3項目に二重下

線，下位3項目に下線を引いた。

SD

%

M
項目内容

教育委員会などの関係機関との連携の強化

パソコンや電子黒板などの機器類（ハードウエア）の整備・充

実

管理職による指示や支援

職務の多忙状況の軽減

情報活用に関わるモラル意識の向上

デジタル教材やアプリケーションなどのソフトウエアの整備・

充実

インターネットに接続できるネットワーク環境の整備・充実

予算枠の拡大など行政機関からの支援

教職員のICTを活用する力量のレベルアップ

 
 

３ ICT の利用に関する現状認識の差異による改善

の必要性に関する認識の差異の検討 

では，このような校長の ICT の利用に関する現任

校や自身の現状についての認識の差異によって，学

校全体として ICT の活用を進める上での改善の必要

性の認識にどのような差異がみられるのか検討する。 

（１）各尺度の因子構造の検討 

因子分析により各尺度の因子構造の検討を行った。

以下に，各因子分析の結果を示す。 

１）ICT を利用する上での自身および勤務校の現状

認識 

 ICT を利用する上での自身および勤務校の現状認

識を測定する尺度（全 14 項目）について，探索的因

子分析（主因子法，プロマックス回転）を行った。

因子数は，固有値の落差，因子の解釈可能性を考慮

して，3 因子が妥当であると判断した。また，因子

負荷量の絶対値が，全ての因子で.35 未満，複数の因

子で.35 以上の項目は削除し，再度因子分析を行った。

その結果，1 項目が削除され，13 項目 3 因子構造を

得た（表 4）。 

第Ⅰ因子は，ICT を利用する上での組織的・協働

的取組の現状に関する項目で高い負荷量を示してい

たので「組織的・協働的取り組みの現状」と命名し

た。第Ⅱ因子は，ICT を利用する上での計画・評価

や校内研修の現状に関する項目で高い負荷量を示し

ていたので「ICT の利活用の計画・評価や研修体制

の現状」と命名した。第Ⅲ因子は，ICT を利用する

上での情報セキュリティの現状に関する項目で高い

負荷量を示していたので「情報セキュリティの現状」

と命名した。α係数もある程度の値が得られた。 

表 4  ICT の利用に関する現任校および自身の現状認識 
ⅡⅠ目項 Ⅲ

第Ⅰ因子　組織的・協働的取り組みの現状（M=3.00，SD=.67，α=.77)

ICTの活用を進めるのに必要な知識や技術をもつ，頼れる人材が職場に

たくさんいる。
.72 -.05 -.14

ICTをより効果的に使うための教材や活用方法などについての情報が

手軽に得られる。
.61 .05 .23

教職員が使いたいときには，いつでも必要な機器を使うことができる
ように，設備等が整備されている。

.59 -.16 .02

分からないことが生じたときなど，助言や援助ができる体制が

整っている。
.55 .15 -.03

ICTの活用を進める上で，行政や地域の支援や援助を受けられる

ような体制が整っている。
.53 .09 .13

必要な機器などを購入するために自由に使える予算がある。 .43 .15 -.16
第Ⅱ因子　ICTの利活用の計画・評価や研修体制の現状

（M=2.98，SD=.77，α=.79)

校内研修や研究会などで，ICTの利活用の評価に関わる取組を

行っている。
-.07 .93 -.07

ICTをより効果的に活用するため，年度を通じた全体的な見通しを

立てている。
-.09 .80 .13

ICTの活用をよりよく進めるために充実した校内研修が行われている。 .34 .49 -.07
ICTを活用する上で，管理職は明確な考えを持っている。 .07 .47 .02
第Ⅲ因子　情報セキュリティの現状（M=4.13，SD=.62，α=.81)

情報の流出や漏洩などの事故が起きないよう，教職員に対する安全管理

の指導が十分に行なわれている。
-.07 .08 .82

情報漏洩やウィルス感染などに対して，設備やシステム上の安全対策は

十分に取られている。
.12 -.14 .78

ICTの利活用に際して，児童生徒や教職員には，著作権を遵守することが

徹底されている。
-.10 .08 .71

　因子間相関　Ⅰ - .55 .44
Ⅱ - .48
Ⅲ -  

２）学校全体として ICT の活用を進める上での改善

の必要性  

学校全体として ICT の活用を進める上での改善の

必要性を測定する尺度（全 21 項目）について，探索

的因子分析（主因子法，プロマックス回転）を行っ

た。因子数は，固有値の落差，因子の解釈可能性を

考慮して，3 因子が妥当であると判断した。また，

因子負荷量の絶対値が，全ての因子で.35 未満，複数

の因子で.35 以上の項目は削除し，再度因子分析を行

った。その結果，3 項目が削除され，18 項目 3 因子

構造を得た（表 5）。第Ⅰ因子は，ICT を促進するた

めの体制づくりに関する項目で高い負荷量を示して

いたので「ICT を促進するための体制づくり」と命

名した。第Ⅱ因子は，ハードウエア・ソフトウェア・

ネットワークの整備・充実及び情報セキュリティ対

策の確立に関する項目で高い負荷量を示していたの

で「ハードウエア・ソフトウェア・ネットワークの

整備・充実及び情報セキュリティ対策の確立」と命

名した。第Ⅲ因子は，教職員の意識共有と力量向上

に関する項目で高い負荷量を示していたので「教職

員の意識共有と力量向上」と命名した。α係数もあ

る程度の値が得られた。 
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表 3 学校全体として ICT の活用を進めていくための 

改善の必要性 

選択肢

13.32.443.245.310.01 0.70

37.092.32.443.145.310.12

3
0.0 10.6 44.2 45.2 3.35 0.66

88.29.724.930.527.74 0.91
84.37.656.437.80.05 0.65
83.32.642.647.70.06 0.63

35.002.30.623.868.50.07
75.099.24.513.863.610.08
27.052.33.143.243.610.09
16.050.32.125.263.610.001

11
2.9 20.2 41.3 35.6 3.10 0.82

19.25.212.964.519.221 0.62
87.030.38.922.541.329.131
67.022.33.144.043.710.141

77.011.37.332.542.919.151

78.031.33.146.432.028.361
75.089.24.412.074.410.171

08.27.74.560.620.181 0.58

76.049.23.817.851.220.191

20
0.0 22.1 53.8 24.0 3.02 0.68

17.052.35.830.056.99.112

情報漏洩やハッキングからの防御など，安心してICTが利用でき

るような安全対策の確立

ICTの専門家やボランティアの確保や派遣など，人的支援の充実

ICTの利活用に関する校外研修の充実

システムを利用する際の融通性や裁量性の向上

校務支援ソフトを充実し，普及させること

教育や学校により適した機器や装置，アプリケーションの開発

使いたい人が使いたいときに自由に使えるように環境や条件を

整えること

ICTに関する専門職としての役割が明確化された専任職員の配置

ICTの利活用に関する校内研修の充実

ICTを用いた教育を行なうのに，よりふさわしいカリキュラムの

開発

学校教育用のデジタル教材等の利用に関して，著作権の制限が

緩和されること

ICTを用いた教育に対する教職員の共通理解

1 2 3 4

※n =104。「1全くない」「2あまりない」「3少しある」「4非常にある」。平均値において，上位3項目に二重下

線，下位3項目に下線を引いた。

SD

%

M
項目内容

教育委員会などの関係機関との連携の強化

パソコンや電子黒板などの機器類（ハードウエア）の整備・充

実

管理職による指示や支援

職務の多忙状況の軽減

情報活用に関わるモラル意識の向上

デジタル教材やアプリケーションなどのソフトウエアの整備・

充実

インターネットに接続できるネットワーク環境の整備・充実

予算枠の拡大など行政機関からの支援

教職員のICTを活用する力量のレベルアップ

 
 

３ ICT の利用に関する現状認識の差異による改善

の必要性に関する認識の差異の検討 

では，このような校長の ICT の利用に関する現任

校や自身の現状についての認識の差異によって，学

校全体として ICT の活用を進める上での改善の必要

性の認識にどのような差異がみられるのか検討する。 

（１）各尺度の因子構造の検討 

因子分析により各尺度の因子構造の検討を行った。

以下に，各因子分析の結果を示す。 

１）ICT を利用する上での自身および勤務校の現状

認識 

 ICT を利用する上での自身および勤務校の現状認

識を測定する尺度（全 14 項目）について，探索的因

子分析（主因子法，プロマックス回転）を行った。

因子数は，固有値の落差，因子の解釈可能性を考慮

して，3 因子が妥当であると判断した。また，因子

負荷量の絶対値が，全ての因子で.35 未満，複数の因

子で.35 以上の項目は削除し，再度因子分析を行った。

その結果，1 項目が削除され，13 項目 3 因子構造を

得た（表 4）。 

第Ⅰ因子は，ICT を利用する上での組織的・協働

的取組の現状に関する項目で高い負荷量を示してい

たので「組織的・協働的取り組みの現状」と命名し

た。第Ⅱ因子は，ICT を利用する上での計画・評価

や校内研修の現状に関する項目で高い負荷量を示し

ていたので「ICT の利活用の計画・評価や研修体制

の現状」と命名した。第Ⅲ因子は，ICT を利用する

上での情報セキュリティの現状に関する項目で高い

負荷量を示していたので「情報セキュリティの現状」

と命名した。α係数もある程度の値が得られた。 

表 4  ICT の利用に関する現任校および自身の現状認識 
ⅡⅠ目項 Ⅲ

第Ⅰ因子　組織的・協働的取り組みの現状（M=3.00，SD=.67，α=.77)

ICTの活用を進めるのに必要な知識や技術をもつ，頼れる人材が職場に

たくさんいる。
.72 -.05 -.14

ICTをより効果的に使うための教材や活用方法などについての情報が

手軽に得られる。
.61 .05 .23

教職員が使いたいときには，いつでも必要な機器を使うことができる
ように，設備等が整備されている。

.59 -.16 .02

分からないことが生じたときなど，助言や援助ができる体制が

整っている。
.55 .15 -.03

ICTの活用を進める上で，行政や地域の支援や援助を受けられる

ような体制が整っている。
.53 .09 .13

必要な機器などを購入するために自由に使える予算がある。 .43 .15 -.16
第Ⅱ因子　ICTの利活用の計画・評価や研修体制の現状

（M=2.98，SD=.77，α=.79)

校内研修や研究会などで，ICTの利活用の評価に関わる取組を

行っている。
-.07 .93 -.07

ICTをより効果的に活用するため，年度を通じた全体的な見通しを

立てている。
-.09 .80 .13

ICTの活用をよりよく進めるために充実した校内研修が行われている。 .34 .49 -.07
ICTを活用する上で，管理職は明確な考えを持っている。 .07 .47 .02
第Ⅲ因子　情報セキュリティの現状（M=4.13，SD=.62，α=.81)

情報の流出や漏洩などの事故が起きないよう，教職員に対する安全管理

の指導が十分に行なわれている。
-.07 .08 .82

情報漏洩やウィルス感染などに対して，設備やシステム上の安全対策は

十分に取られている。
.12 -.14 .78

ICTの利活用に際して，児童生徒や教職員には，著作権を遵守することが

徹底されている。
-.10 .08 .71

　因子間相関　Ⅰ - .55 .44
Ⅱ - .48
Ⅲ -  

２）学校全体として ICT の活用を進める上での改善

の必要性  

学校全体として ICT の活用を進める上での改善の

必要性を測定する尺度（全 21 項目）について，探索

的因子分析（主因子法，プロマックス回転）を行っ

た。因子数は，固有値の落差，因子の解釈可能性を

考慮して，3 因子が妥当であると判断した。また，

因子負荷量の絶対値が，全ての因子で.35 未満，複数

の因子で.35 以上の項目は削除し，再度因子分析を行

った。その結果，3 項目が削除され，18 項目 3 因子

構造を得た（表 5）。第Ⅰ因子は，ICT を促進するた

めの体制づくりに関する項目で高い負荷量を示して

いたので「ICT を促進するための体制づくり」と命

名した。第Ⅱ因子は，ハードウエア・ソフトウェア・

ネットワークの整備・充実及び情報セキュリティ対

策の確立に関する項目で高い負荷量を示していたの

で「ハードウエア・ソフトウェア・ネットワークの

整備・充実及び情報セキュリティ対策の確立」と命

名した。第Ⅲ因子は，教職員の意識共有と力量向上

に関する項目で高い負荷量を示していたので「教職

員の意識共有と力量向上」と命名した。α係数もあ

る程度の値が得られた。 
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（２）ICT の利用に関する現状認識の差異による改善

の必要性に関する認識の差異の検討　

　ICT の利用に関する現状認識の差異による改善の

必要性に関する認識の差異を検討するために，現状

認識の各下位尺度得点の中央値（第Ⅰ因子 Me=3.00，
第Ⅱ因子 Me=3.00，第Ⅲ因子 Me=4.00）で 2 つの群（低

群・高群）に分け，必要性の各下位尺度得点を t 検定

によって比較した（表 6）。
　その結果，必要性の第Ⅱ因子「ハードウエア・ソ

フトウェア・ネットワークの整備・充実及び情報セ

キュリティ対策の確立」（t(102)=2.02，p<.05）と

必要性の第Ⅲ因子「教職員の意識共有と力量向上」

（t(102)=2.25，p<.05）において，現状認識の第Ⅰ因

子「組織的・協働的取り組みの現状」の低群の得点が

高群の得点より有意に高かった。このことから，ICT
の活用を進めるための組織的・協働的取り組みに停

滞感を感じている校長が教職員の意識共有や力量の

向上を図るとともに，ハードウエア・ソフトウェア・

ネットワークの整備・充実の必要性を感じているこ

とが指摘できる。

　また，必要性の第Ⅲ因子「教職員の意識共有と力

量向上」（t(102)=2.99，p<.01）において，現状認識

の第Ⅱ因子「計画・評価や研修体制の現状」の低群

の得点が高群の得点より優位に高かった。このこと

から，ICT の利活用にかかわる計画・評価や研修体

制に課題を抱えている校長が，計画・評価や研修体

制に関する教職員の意識共有や力量向上の必要性を

感じていることを指摘できる。

４　教育の情報化の推進による成果・効果と課題・

問題について

　次に，教育の情報化の推進による予期せぬ成果・

効果および課題・問題に関する校長の認識について，

校長の自由記述の内容を分析・考察する。ここでは，

2 つの質問項目のいずれかに対して回答している自由

記述文を分析対象とした。質問項目ごとに書き出さ

れた自由記述文の数は，成果・効果に関する記述が

66 件，課題・問題に関する記述が 71 件であった。

　さらに，分析に用いる自由記述文は校長自身の考

えを自由に記述したものであり，書式や表記が統一

されておらず，誤字もみられる。分析の信頼性を向

上させるため，同じ意味をもつ語句が異なる語句と

して扱われないよう研究協力者と協議しながら同義

語としてまとめた。また，明らかな誤字は修正した。

（１）教育の情報化の推進による成果・効果について

の自由記述

　ここでは，教育の情報化を進めたり ICT を活用し

たりするなかで，当初予想していなかった成果・効

果に対する校長の認識について分析・考察する。記

述を意味内容で分類した結果は表 7 のとおりである。

最も多かったのは，「子どもの興味・関心・意欲の向上」

に役立つという回答である。

《実際の映像や資料を目にすることでわかりやすく

学習でき興味や関心を高くすることに効果的であ

る。》

《生徒個々の習熟度に応じた授業形態が容易にな

り，生徒が興味を持って学習に取り組めるように

なった。》

《児童，生徒の予想以上の活動への意欲向上》

《子供達の，興味，関心等の導入等での効果は，あ

ります。》
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表5 学校全体としてICTの活用を進める上での改善の必要性 

項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅰ　ICTを促進するための体制づくり（M=3.05，SD=.51，α=.84)

ICTに関する専門職としての役割が明確化された専任職員の配置 .91 -.10 -.13
ICTの利活用に関する校内研修の充実 .70 -.19 .17
ICTの専門家やボランティアの確保や派遣など，人的支援の充実 .66 .07 .04
ICTを用いた教育を行なうのに，よりふさわしいカリキュラムの開発 .62 -.17 .18
教育や学校により適した機器や装置，アプリケーションの開発 .61 .30 -.24
校務支援ソフトを充実し，普及させること .48 .08 .13
ICTの利活用に関する校外研修の充実 .45 -.02 .15
Ⅱ　ハードウエア・ソフトウェア・ネットワークの整備・充実及び
　　情報セキュリティ対策の確立（M=3.14，SD=.49，α=.83)

パソコンや電子黒板などの機器類（ハードウエア）の整備・充実 -.04 .76 .03
インターネットに接続できるネットワーク環境の整備・充実 -.18 .65 -.03
デジタル教材やアプリケーションなどのソフトウエアの整備・充実 .10 .64 -.03
情報漏洩やハッキングからの防御など，安心してICTが利用

できるような安全対策の確立
-.11 .60 .03

予算枠の拡大など行政機関からの支援 .05 .59 .10
情報活用に関わるモラル意識の向上 -.04 .49 .27
システムを利用する際の融通性や裁量性の向上 .27 .46 -.11
使いたい人が使いたいときに自由に使えるように環境や条件を

整えること
.32 .38 .03

Ⅲ　教職員の意識共有と力量向上（M=3.19，SD=.48，α=.79)

ICTを用いた教育に対する教職員の共通理解 .03 -.01 .81

管理職による指示や支援 .10 -.04 .62

教職員のICTを活用する力量のレベルアップ .02 .24 .60

因子間相関　Ⅰ - .55 .44
Ⅱ - .48
Ⅲ -  

（２）ICT の利用に関する現状認識の差異による改

善の必要性に関する認識の差異の検討  

ICT の利用に関する現状認識の差異による改善の

必要性に関する認識の差異を検討するために，現状

認識の各下位尺度得点の中央値（第Ⅰ因子 Me=3.00，

第Ⅱ因子 Me=3.00，第Ⅲ因子 Me=4.00）で 2 つの群

（低群・高群）に分け，必要性の各下位尺度得点を

t 検定によって比較した（表 6）。 

その結果，必要性の第Ⅱ因子「ハードウエア・ソ

フトウェア・ネットワークの整備・充実及び情報セ

キュリティ対策の確立」（t(102)=2.02，p<.05）と必要

性の第Ⅲ因子「教職員の意識共有と力量向上」

（t(102)=2.25，p<.05）において，現状認識の第Ⅰ因

子「組織的・協働的取組の現状」の低群の得点が高

群の得点より有意に高かった。このことから，ICT

の活用を進めるための組織的・協働的取り組みに停

滞感を感じている校長が教職員の意識共有や力量の

向上を図るとともに，ハードウエア・ソフトウェア・

ネットワークの整備・充実の必要性を感じているこ

とが指摘できる。 

また，必要性の第Ⅲ因子「教職員の意識共有と力

量向上」（t(102)=2.99，p<.01）において，現状認識の

第Ⅱ因子「計画・評価や研修体制の現状」の低群の

得点が高群の得点より優位に高かった。このことか

ら，ICT の利活用にかかわる計画・評価や研修体制

に課題を抱えている校長が，計画・評価や研修体制

に関する教職員の意識共有や力量向上の必要性を感

じていることを指摘できる。 

 

表 6  ICT の利用に関する現状認識の差異による 

改善の必要性に関する認識の差異 

必要性

第Ⅰ因子
t検定

必要性

第Ⅱ因子
t検定

必要性

第Ⅲ因子
t検定

低群
M=3.13
SD=.43

M=3.23
SD=.46

M=3.29
SD=.46

高群
M=2..96
SD=.58

M=3.04
SD=.50

M=3.08
SD=.49

低群
M=3.10
SD=.49

M=3.17
SD=.48

M=3.31
SD=.46

高群
M=2.98
SD=.52

M=3.11
SD=.50

M=3.04
SD=.47

低群
M=3.10
SD=.48

M=3.15
SD=.47

M=3.18
SD=.45

高群
M=2.99
SD=.53

M=3.13
SD=.51

M=3.21
SD=.52

現状認識

第Ⅰ因子

現状認識

第Ⅱ因子

現状認識

第Ⅲ因子

※　現状認識の各下位尺度得点の中央値（第Ⅰ因子Me=3.00，第Ⅱ因子Me=3.00，第Ⅲ因子

　　Me=4.00）で2つの群（低群・高群）に分けている。* p <.05，** p <.01。

t (102)=1.73

t (102)=1.24

t (102)=1.12

t (102)=2.02*

t (102)=.61

t (102)=.25

t (102)=2.25*

t (102)=2.99**

t (102)=.28

 

 

４ 教育の情報化の推進による成果・効果と課題・

問題について 

 次に，教育の情報化の推進による予期せぬ成果・

効果および課題・問題に関する校長の認識について，

校長の自由記述の内容を分析・考察する。ここでは，

2 つの質問項目のいずれかに対して回答している自

由記述文を分析対象とした。質問項目ごとに書き出

された自由記述文の数は，成果・効果に関する記述

が 66 件，課題・問題に関する記述が 71 件であった。 

さらに，分析に用いる自由記述文は校長自身の考

えを自由に記述したものであり，書式や表記が統一

されておらず，誤字もみられる。分析の信頼性を向

上させるため，同じ意味をもつ語句が異なる語句と

して扱われないよう研究協力者と協議しながら同義

語としてまとめた。また，明らかな誤字は修正した。 

（１）教育の情報化の推進による成果・効果につい

ての自由記述 

 ここでは，教育の情報化を進めたり ICT を活用し

たりするなかで，当初予想していなかった成果・効

果に対する校長の認識について分析・考察する。記

述を意味内容で分類した結果は表 7 のとおりである。 

最も多かったのは，「子どもの興味・関心・意欲の

向上」に役立つという回答である。 

《実際の映像や資料を目にすることでわかりやす

く学習でき興味や関心を高くすることに効果的で

ある。》 

《生徒個々の習熟度に応じた授業形態が容易にな

り，生徒が興味を持って学習に取り組めるように

なった。》 

《児童，生徒の予想以上の活動への意欲向上》 

《子供達の，興味，関心等の導入等での効果は，

あります。》 
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表5 学校全体としてICTの活用を進める上での改善の必要性 

項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅰ　ICTを促進するための体制づくり（M=3.05，SD=.51，α=.84)

ICTに関する専門職としての役割が明確化された専任職員の配置 .91 -.10 -.13
ICTの利活用に関する校内研修の充実 .70 -.19 .17
ICTの専門家やボランティアの確保や派遣など，人的支援の充実 .66 .07 .04
ICTを用いた教育を行なうのに，よりふさわしいカリキュラムの開発 .62 -.17 .18
教育や学校により適した機器や装置，アプリケーションの開発 .61 .30 -.24
校務支援ソフトを充実し，普及させること .48 .08 .13
ICTの利活用に関する校外研修の充実 .45 -.02 .15
Ⅱ　ハードウエア・ソフトウェア・ネットワークの整備・充実及び
　　情報セキュリティ対策の確立（M=3.14，SD=.49，α=.83)

パソコンや電子黒板などの機器類（ハードウエア）の整備・充実 -.04 .76 .03
インターネットに接続できるネットワーク環境の整備・充実 -.18 .65 -.03
デジタル教材やアプリケーションなどのソフトウエアの整備・充実 .10 .64 -.03
情報漏洩やハッキングからの防御など，安心してICTが利用

できるような安全対策の確立
-.11 .60 .03

予算枠の拡大など行政機関からの支援 .05 .59 .10
情報活用に関わるモラル意識の向上 -.04 .49 .27
システムを利用する際の融通性や裁量性の向上 .27 .46 -.11
使いたい人が使いたいときに自由に使えるように環境や条件を

整えること
.32 .38 .03

Ⅲ　教職員の意識共有と力量向上（M=3.19，SD=.48，α=.79)

ICTを用いた教育に対する教職員の共通理解 .03 -.01 .81

管理職による指示や支援 .10 -.04 .62

教職員のICTを活用する力量のレベルアップ .02 .24 .60

因子間相関　Ⅰ - .55 .44
Ⅱ - .48
Ⅲ -  

（２）ICT の利用に関する現状認識の差異による改

善の必要性に関する認識の差異の検討  

ICT の利用に関する現状認識の差異による改善の

必要性に関する認識の差異を検討するために，現状

認識の各下位尺度得点の中央値（第Ⅰ因子 Me=3.00，

第Ⅱ因子 Me=3.00，第Ⅲ因子 Me=4.00）で 2 つの群

（低群・高群）に分け，必要性の各下位尺度得点を

t 検定によって比較した（表 6）。 

その結果，必要性の第Ⅱ因子「ハードウエア・ソ

フトウェア・ネットワークの整備・充実及び情報セ

キュリティ対策の確立」（t(102)=2.02，p<.05）と必要

性の第Ⅲ因子「教職員の意識共有と力量向上」

（t(102)=2.25，p<.05）において，現状認識の第Ⅰ因

子「組織的・協働的取組の現状」の低群の得点が高

群の得点より有意に高かった。このことから，ICT

の活用を進めるための組織的・協働的取り組みに停

滞感を感じている校長が教職員の意識共有や力量の

向上を図るとともに，ハードウエア・ソフトウェア・

ネットワークの整備・充実の必要性を感じているこ

とが指摘できる。 

また，必要性の第Ⅲ因子「教職員の意識共有と力

量向上」（t(102)=2.99，p<.01）において，現状認識の

第Ⅱ因子「計画・評価や研修体制の現状」の低群の

得点が高群の得点より優位に高かった。このことか

ら，ICT の利活用にかかわる計画・評価や研修体制

に課題を抱えている校長が，計画・評価や研修体制

に関する教職員の意識共有や力量向上の必要性を感

じていることを指摘できる。 

 

表 6  ICT の利用に関する現状認識の差異による 

改善の必要性に関する認識の差異 

必要性

第Ⅰ因子
t検定

必要性

第Ⅱ因子
t検定

必要性

第Ⅲ因子
t検定

低群
M=3.13
SD=.43

M=3.23
SD=.46

M=3.29
SD=.46

高群
M=2..96
SD=.58

M=3.04
SD=.50

M=3.08
SD=.49

低群
M=3.10
SD=.49

M=3.17
SD=.48

M=3.31
SD=.46

高群
M=2.98
SD=.52

M=3.11
SD=.50

M=3.04
SD=.47

低群
M=3.10
SD=.48

M=3.15
SD=.47

M=3.18
SD=.45

高群
M=2.99
SD=.53

M=3.13
SD=.51

M=3.21
SD=.52

現状認識

第Ⅰ因子

現状認識

第Ⅱ因子

現状認識

第Ⅲ因子

※　現状認識の各下位尺度得点の中央値（第Ⅰ因子Me=3.00，第Ⅱ因子Me=3.00，第Ⅲ因子

　　Me=4.00）で2つの群（低群・高群）に分けている。* p <.05，** p <.01。

t (102)=1.73

t (102)=1.24

t (102)=1.12

t (102)=2.02*

t (102)=.61

t (102)=.25

t (102)=2.25*

t (102)=2.99**

t (102)=.28

 

 

４ 教育の情報化の推進による成果・効果と課題・

問題について 

 次に，教育の情報化の推進による予期せぬ成果・

効果および課題・問題に関する校長の認識について，

校長の自由記述の内容を分析・考察する。ここでは，

2 つの質問項目のいずれかに対して回答している自

由記述文を分析対象とした。質問項目ごとに書き出

された自由記述文の数は，成果・効果に関する記述

が 66 件，課題・問題に関する記述が 71 件であった。 

さらに，分析に用いる自由記述文は校長自身の考

えを自由に記述したものであり，書式や表記が統一

されておらず，誤字もみられる。分析の信頼性を向

上させるため，同じ意味をもつ語句が異なる語句と

して扱われないよう研究協力者と協議しながら同義

語としてまとめた。また，明らかな誤字は修正した。 

（１）教育の情報化の推進による成果・効果につい

ての自由記述 

 ここでは，教育の情報化を進めたり ICT を活用し

たりするなかで，当初予想していなかった成果・効

果に対する校長の認識について分析・考察する。記

述を意味内容で分類した結果は表 7 のとおりである。 

最も多かったのは，「子どもの興味・関心・意欲の

向上」に役立つという回答である。 

《実際の映像や資料を目にすることでわかりやす

く学習でき興味や関心を高くすることに効果的で

ある。》 

《生徒個々の習熟度に応じた授業形態が容易にな

り，生徒が興味を持って学習に取り組めるように

なった。》 

《児童，生徒の予想以上の活動への意欲向上》 

《子供達の，興味，関心等の導入等での効果は，

あります。》 
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　次に，「多様な教育方法・指導の工夫」が可能になっ

たことを指摘する記述が多くみられた。

《ビデオなどの視聴覚機材と組み合わせて，多様な

授業展開が予想以上に生み出すことができた。》

《２年前から，電子黒板（デジタルプラズマ TV モ

ニター）が設置（理科室常設）され（前任校），指

導方法が工夫・改善でき，教育効果が，飛躍的に

高まった（？）授業を展開できた。》

《視覚支援が容易になり，そのことで情報が伝わり

易くなったり，理解が深まった点。》

《電子黒板を利用した授業は，デジタル教科書や自

作教材等の活用ができ，分かりやすい授業に役立っ

ている。》

《3 年理科の授業でモンシロチョウの幼虫の成長の

様子を観察するときに，簡単に動画で記録し，後

から呼び出して～略～》

　これらのように，観察しにくい，可視化しにくい

ものを映像化することでイメージを膨らませたり，

新しい教材・教具に挑戦することで多様な授業展開，

指導の工夫をすることが可能となった様子が伺える。

　次に子どもの能力向上に役立つという意見がみら

れた。

《児童・生徒の思考力・表現力の育成が図れる。》

《教職員間に限らず，児童間のコミュニケーション

能力が高まってきたように感じる。》

《生徒同志のコミュニケーションが活発になった。》

《次世代の子どもを育てる意味で，どの子にも PC
を経験させることができ，効果はあると思います。》

《児童の技能上達は，大人の教職員のレベルを超え

ていること》

　今日求められている「思考力」「表現力」「コミュ

ニケーション力」にも好影響を与えるという記述と，

ICT 機器そのものの操作への熟達に関する記述がみ

られた。

　次に，子どもの学習活動の中でも「調べ学習に有効」

という意見が多く見られた。

《調べ学習が容易になった。資料が豊富で分りやす

い。》

《インターネット，メールなど本や手紙を使用しな

くても情報のやりとりができる，最新の情報を入

手できる，外国の様子を見ることができる他など

多くの情報がすぐに手に入る点にある。》

《仲間との情報交換並びに情報の共有ができる。必

要な時に最新の情報が得られる。（コミュニケー

ションツールとして）》

　インターネットを利用して，迅速かつ広範囲に情

報を収集できるようになったことで学習活動の幅が

広がったことが伺える。

　教授学習活動のほか，校務に関する記述としては， 
《校務支援ソフトウェアが充実することで，教職員

間の連絡情報交換がスムーズになった。》

《日報を各自が打ち込むようにしたため職員の打ち

合わせの時間が短縮され，生徒と触れ合う時間が

増えた。》

のように，「業務時間の短縮化・効率化」に関するもの，

および

《校内のネットワークが整い，情報の共有，利活用

がしやすくなった。》《メールでの情報交換》

のように「情報の共有・蓄積」が容易にできるよう

になったことについての記述がみられ，ハード面・

ソフト面での環境整備・充実に伴い，校務の円滑化

が図られていることが分かる。

　「教職員の意識改革」に関しては，

《情報管理の意識が，予想以上に教職員間で高まっ

ている。》

《外部からの協力の申出があった。研修等を通して

教職員が意欲的になったこと。》

のように，情報管理意識の向上や意欲の向上に関す

る記述がみられた。

　「授業準備の効率化」に関しては，

《手作り工作を時間をかけてしなくてもよくなっ

た。１つ流れを作っておくと，どんな教員もその

流れで授業ができる。》

のように，型ができるとそれを教員間で共有するこ

とができ，教材準備の省力化が図れることが伺える。

　

（２）教育の情報化の推進による課題・問題について

の自由記述

　続いて，教育の情報化を進めたり，ICT を活用し

たりするなかで，当初予想していなかった課題・問

題に対する校長の認識について分析・考察する。　
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表 7 教育の情報化推進による成果・効果の認識 

1 子どもの興味・関心・意欲の向上（10 件） 

多様な教育方法・指導の工夫（10 件） 

2 日常業務の短縮化・効率化（9件） 

3 子どもの能力向上（8件）， 

子どもの学習活動（調べ学習）に有効（8 件） 

4 情報の共有・蓄積（7件） 

5 授業づくりの効率化，施設設備の充実（3 件） 

6 教職員の意識改革（2件） 

7 開かれた学校づくり，黒板の良さを再認識（1件）

 

次に，「多様な教育方法・指導の工夫」が可能にな

ったことを指摘する記述が多くみられた。 

《ビデオなどの視聴覚機材と組み合わせて，多様

な授業展開が予想以上に生み出すことができた。》 

《２年前から，電子黒板（デジタルプラズマ TV モ

ニター）が設置（理科室常設）され（前任校），

指導方法が工夫・改善でき，教育効果が，飛躍的

に高まった（？）授業を展開できた。》 

《視覚支援が容易になり，そのことで情報が伝わ

り易くなったり，理解が深まった点。》 

《電子黒板を利用した授業は，デジタル教科書や

自作教材等の活用ができ，分かりやすい授業に役

立っている。》 

《3 年理科の授業でモンシロチョウの幼虫の成長

の様子を観察するときに、簡単に動画で記録し、

後から呼び出して～略～》 

 これらのように，観察しにくい，可視化しにくい

ものを映像化することでイメージを膨らませたり，

新しい教材・教具に挑戦することで多様な授業展開，

指導の工夫をすることが可能となった様子が伺える。 

次に子どもの能力向上に役立つという意見がみら

れた。 

《児童・生徒の思考力・表現力の育成が図れる。》 

《教職員間に限らず，児童間のコミュニケーショ

ン能力が高まってきたように感じる。》 

《生徒同志のコミュニケーションが活発になっ

た。》 

《次世代の子どもを育てる意味で、どの子にも PC

を経験させることができ、効果はあると思いま

す。》 

《児童の技能上達は、大人の教職員のレベルを超

えていること》 

今日求められている「思考力」「表現力」「コミュ

ニケーション力」にも好影響を与えるという記述と，

ICT 機器そのものの操作への熟達に関する記述がみ

られた。 

次に，子どもの学習活動の中でも「調べ学習に有

効」という意見が多く見られた。 

《調べ学習が容易になった。資料が豊富で分りや

すい。》 

《インターネット，メールなど本や手紙を使用し

なくても情報のやりとりができる，最新の情報を

入手できる，外国の様子を見ることができる他な

ど多くの情報がすぐに手に入る点にある。》 

《仲間との情報交換並びに情報の共有ができる。

必要な時に最新の情報が得られる。（コミュニケ

ーションツールとして）》 

インターネットを利用して，迅速かつ広範囲に情報

を収集できるようになったことで学習活動の幅が広

がったことが伺える。 

 教授学習活動のほか，校務に関する記述としては，  

《校務支援ソフトウェアが充実することで、教職

員間の連絡情報交換がスムーズになった。》 

《日報を各自が打ち込むようにしたため職員の打

ち合わせの時間が短縮され，生徒と触れ合う時間

が増えた。》 

のように，「業務時間の短縮化・効率化」に関するも

の，および 

《校内のネットワークが整い，情報の共有，利活

用がしやすくなった。》《メールでの情報交換》 

のように「情報の共有・蓄積」が容易にできるよう

になったことについての記述がみられ，ハード面・

ソフト面での環境整備・充実に伴い，校務の円滑化

が図られていることが分かる。 

 「教職員の意識改革」に関しては， 

《情報管理の意識が、予想以上に教職員間で高ま

っている。》 

《外部からの協力の申出があった。研修等を通し

て教職員が意欲的になったこと。》 

のように，情報管理意識の向上や意欲の向上に関す

る記述がみられた。 

「授業準備の効率化」に関しては， 

《手作り工作を時間をかけてしなくてもよくなっ

た。１つ流れを作っておくと、どんな教員もその

流れで授業ができる。》 

のように，型ができるとそれを教員間で共有するこ

とができ，準備の省力化が図れることが伺える。 

  

（２）教育の情報化の推進による課題・問題につい

ての自由記述 

 続いて，教育の情報化を進めたり，ICT を活用し
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　記述を意味内容で分類した結果は表 8 のとおりで

ある。

　一番多く見られた内容は，ハード面・ソフト面で

の環境がいまだ整っていないことを指摘するもので

あった。その内実は，まず，以下のように機器の数

が不足しているという記述， 
《機器の数の問題》《担任教諭などのためには，機

器の充実を図る必要がある。》

また，機器はあっても移動や使用場所の問題で教師

がいつでもどこでも簡単に使える環境にはないこと

を指摘するもの，

《電子黒板等も含めて，簡単に扱えるもの，導入が

容易（敷設，金額面等）なこと，どこにでも設置

できることなどが大切な要素だと言える。》

《ICT 機器の購入はあっても，校舎や教室環境に

よって移動や使用場所に制約が生じている。》

さらには，そうした ICT 機器の設置状況に「地域間

格差」が広がりつつあり，それが教育の質の差に影

響しているという記述がみられた。

《ICT の活用が，地域（行政区によって），学校によっ

て，格差がある。声高に ICT の活用が言われてい

るが，人的にも予算的にも物的にもシステム的に

も中途半端で遅れていると思う。》

《地域（エリア，市町村），学校によって ICT 機器

の導入や，教員のスキルに差が，それが教育の中

身の格差になりつつあること。》

　次に，「情報モラル，マナー」に関する記述では，

《情報モラル教育の推進》

《子ども達のインターネット使用やゲームなど情報

モラルの指導がなかなか徹底できない点など》

《不特定多数の人々とつながってしまうこと等，イ

ンターネットの陰の部分の指導方法について苦慮

している。》

《インターネットへの書き込みによるトラブルが

時々見られるようになった。常に気をつけなけれ

ばならない生徒指導上の課題となった。》

これらのように，いわゆる「ネットいじめ」などの

子どもの問題とそれに対する指導への苦慮に関する

記述が見られた。

　次に，「教職員の力量不足，教職員間の力量差」に

関する記述では，

《得手，不得手により活用に差が見られる。》

《機器を導入しても，個々の教員にチャレンジ精神

がないと ICT は進まない。》

《年令・経験により全職員が共通に使いこなすには，

差が大きい。》

《ICT の使い方が分からず宝の持ち腐れになること

もある。》

など，機器をいくら導入しても，それを使う教職員

の力量が不足しており，年齢，経験，意欲などの理

由から教職員の力量に差が生じていることを問題視

する記述がみられた。

　次に「教育上の課題」として， 
《デジタル機器，技術に頼り過ぎている傾向がある。

リテラシーの向上は大切だが，話す，書くといっ

た肉体的な学習能力の向上も同時またはそれ以上

に図る必要がある。》

《実際に調査，観察をするという活動がないがしろ

になりやすい。》

のように，ICT 機器に頼りすぎることによる弊害と

して，自分の目で見たり聞いたり書いたり話したり

という「身体性」の喪失を危惧する記述が見られた。

また，

《ひととひととのコミュニケーション力は現段階で

は望めないし，熟慮すること（思考力育成）から

遠ざかっている傾向があると思います。》

《板書を大切にしなくなった。どんどん流れていく

ので，じっくりさが欠けてきた。》

《自分の価値判断や考えも他者の情報にすべて依存

する部分が見えてきている。》

のように，たとえば瞬時に映像や図表があらわれた

り，多様な情報が簡単に入手できることにより，じっ

くり取り組むことや思考したり判断する習慣が損な

われたり，子ども同士のコミュニケーションの機会

が阻まれることを問題視する記述もみられた。

　「危機管理」については，

《情報漏洩やウィルス対策を十分にしないといけない。》

《教材をインターネットなどで見つけても著作権の

関係で使えない事が多い。》《個人情報の流出》

等，個人情報の管理やウィルス対策等を危惧する記

述がみられた。
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たりするなかで，当初予想していなかった課題・問

題に対する校長の認識について分析・考察する。記

述を意味内容で分類した結果は表 8 のとおりである。 

 
表 8  教育の情報化推進による課題・問題の認識 

1 ハード面・ソフト面の整備不足（20 件） 

（数の不足，地域間格差，日常的に使用しにくい環境）

2 情報モラル，マナー（14 件） 

3 教職員の力量不足，教職員間の力量差（11 件） 

4 教育上の課題（9 件） 

5 危機管理（6件） 

6 多忙化，紙の大量資料（各 4件） 

7 ビジョン，関係機関との交渉調整， 

情報についての共通理解・評価（各 1件） 

 

 一番多く見られた内容は，ハード面・ソフト面で

の環境がいまだ整っていないことを指摘するもので

あった。その内実は，まず，以下のように機器の数

が不足しているという記述，  

《機器の数の問題》《担任教諭などのためには，機

器の充実を図る必要がある。》 

また，機器はあっても移動や使用場所の問題で教師

がいつでもどこでも簡単に使える環境にはないこと

を指摘するもの， 

《電子黒板等も含めて，簡単に扱えるもの，導入

が容易（敷設，金額面等）なこと，どこにでも設

置できることなどが大切な要素だと言える。》 

《ICT 機器の購入はあっても，校舎や教室環境に

よって移動や使用場所に制約が生じている。》 

さらには，そうした ICT 機器の設置状況に「地域間

格差」が広がりつつあり，それが教育の質の差に影

響しているという記述がみられた。 

《ICT の活用が，地域（行政区によって），学校

によって，格差がある。声高に ICT の活用が言わ

れているが，人的にも予算的にも物的にもシステ

ム的にも中途半端で遅れていると思う。》 

《地域（エリア、市町村）、学校によって ICT 機

器の導入や、教員のスキルに差が、それが教育の

中身の格差になりつつあること。》 

 次に，「情報モラル，マナー」に関する記述では， 

《情報モラル教育の推進》 

《子ども達のインターネット使用やゲームなど情

報モラルの指導がなかなか徹底できない点など》 

《不特定多数の人々とつながってしまうこと等、

インターネットの陰の部分の指導方法について苦

慮している。》 

《インターネットへの書き込みによるトラブルが

時々見られるようになった。常に気をつけなけれ

ばならない生徒指導上の課題となった。》 

これらのように，いわゆる「ネットいじめ」などの

子どもの問題とそれに対する指導への苦慮に関する

記述が見られた。 

 次に，「教員の力量不足，教員間の力量差」に関す

る記述では， 

《得手，不得手により活用に差が見られる。》 

《機器を導入しても，個々の教員にチャレンジ精

神がないと ICT は進まない。》 

《年令・経験により全職員が共通に使いこなすに

は，差が大きい。》 

《ICT の使い方が分からず宝の持ち腐れになるこ

ともある。》 

など，機器をいくら導入しても，それを使う教職員

の力量が不足しており，年齢，経験，意欲などの理

由から教師の力量に差が生じていることを問題視す

る記述がみられた。 

 次に「教育上の課題」として，  

《デジタル機器，技術に頼り過ぎている傾向があ

る。リテラシーの向上は大切だが，話す，書くと

いった肉体的な学習能力の向上も同時またはそれ

以上に図る必要がある。》 

《実際に調査，観察をするという活動がないがし

ろになりやすい。》 

のように，ICT 機器に頼りすぎることによる弊害と

して，自分の目で見たり聞いたり書いたり話したり

という「身体性」の喪失を危惧する記述が見られた。 

また， 

《ひととひととのコミュニケーション力は現段階

では望めないし，熟慮すること（思考力育成）か

ら遠ざかっている傾向があると思います。》 

《板書を大切にしなくなった。どんどん流れてい

くので，じっくりさが欠けてきた。》 

《自分の価値判断や考えも他者の情報にすべて依

存する部分が見えてきている。》 

のように，たとえば瞬時に映像や図表があらわれた

り，多様な情報が簡単に入手できることにより，じ

っくり取り組むことや思考したり判断する習慣が損

なわれたり，子ども同士のコミュニケーションの機

会が阻まれることを問題視する記述もみられた。 

 「危機管理」については， 

《情報漏洩やウィルス対策を十分にしないといけ

ない。》 

《教材をインターネットなどで見つけても著作権
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　「多忙化」については，

《便利，記録の蓄積により，より多忙化が一部すす

んだ。》《OA 化が進み，ペーパーレスの時代に向

いているのとは反対に，校務，事務処理では，必

要以上にペーパーが使われ，そして調査依頼など

の仕事がかなり増加している。子どもと向き合う

時間は，逆に減少しているようである。》

《情報化，ICT 化により，より多忙化，教員の孤立

化も一面で感じている。》

といったように，業務の効率化が図られる一方で，多

忙化を招いたり，子どもと向き合う時間が減少すると

いう逆説的な結果を指摘する記述がみられた。「多忙

化」の問題に関しては，前節で分類した「成果・効果」

に関する回答の中にも，

《メール等の対応による文書報告が多くなり時間が

短縮された分その予裕の時間に，さらに業務が追

加され，結局のところいそがしさが増している一

方である。》

という記述があり，教師の仕事の無境界性という性

質，さらに近年の文書報告や業務の増加という傾向

に鑑みると，かえって仕事量の増大を招き，多忙化

を促進させる可能性があることが伺える。

Ⅳ．総合考察
１　まとめ

　本稿では，教育の情報化の現状と課題に関する校

長の認識について質問紙調査結果の分析を行なって

きた。その結果，情報化による主な成果や効果とし

て次のように認識していることが明らかになった。

・子どもの興味・関心・意欲の向上

・子どもの能力向上（「思考力」「表現力」「コミュニケー

ション力」への好影響，ICT 機器操作への熟達）

・校務の円滑化（「業務時間の短縮化・効率化」「情報

の共有・蓄積」が容易にできるようになった」等）

　一方，課題・問題としては，次のような認識が確

認できた。

・ハード面・ソフト面での環境が未だ整っていない

・「ネットいじめ」などの子どもの問題とそれに対す

る指導への苦慮

・教職員の力量が不足しており，年齢，経験，意欲な

どの理由から教職員の力量に差が生じていること

・ICT 機器に頼りすぎることによる弊害として，自分

の目で見たり聞いたり書いたり話したりという「身

体性」の喪失

・個人情報の管理やウィルス対策等

・ICT 化がかえって仕事量の増大を招き，多忙化を促

進させる可能性があること

２　今後への示唆

　これらを踏まえ，最後に，教育の情報化を推進す

る上で今後示唆される知見について考えてみたい。

（１）人材育成の観点に立った戦略的な ICT 活用

　自由記述において，「教員の力量向上」「研修の重

要性」は今後の課題として多くの校長が指摘してい

たことである。同様に，「ICT の利用に関する現状認

識の差異による改善の必要性に関する認識の差異の

検討」（Ⅲ . 3）においても，① ICT の活用を進める

ための組織的・協働的取り組みに停滞感を感じてい

る校長が，教職員の意識共有や力量の向上，および

ハードウエア・ソフトウェア・ネットワークの整備・

充実の必要性を感じていること，② ICT の利活用に

かかわる計画・評価や研修体制に課題を抱えている

校長が，計画・評価や研修体制に関する教職員の意

識共有や力量向上の必要性を感じていることが明ら

かになった。ハードウエア等の整備・充実や ICT の

専任教員配置といった物的・人的・財政的支援は教

育行政に大きく左右されるが，その不足を補うため

にも，校内教職員の意識共有や力量向上を図ること

が学校の組織的取り組みを推進していく上で鍵とな

るという校長の考えが伺える。

　この問題を考える際，筆者らが質問紙調査に先立ち

予備的に実施した公立小・中・中高一貫校校長への聞

き取り調査で聞かれた，次のような意見が参考になる。

《ベテランの先生になればなるほど，授業のマンネ

リ化，今までの経験で殻に閉じこもる，教材研究

も行わないということになりがちです。で，私の

ICT 化のターゲットというのは 46 歳以上の女性教

員です。この人達があまり得意でない PC，電子黒

板を授業に取り入れることでモチベーションが上

がります。マンネリを打破できます。新しい指導

方法を身につけることができます。そうすると新

しい授業展開も可能になり，意欲もおきます。本

校の ICT 化の私のねらいはそこにあります。》（中

学校校長）（注 4）

《僕は鬼に金棒理論というんですけれど，～略～

授業が上手い先生は，結局 ICT を手に持つとます

ます良くなるという理屈なんですよね。～略～だ

から前提にはまず指導力，その全体としての指導

力を上げなきゃいけないというのがまずあって～

略～金棒の使い方ばかりやってもね，鬼になって
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いないとね～略～情報化すればなんかすごく上手

に教えるみたいなイメージはある意味危ないです

ね。》（小学校校長）（注 5）

　つまり，教員の意識共有や研修といっても，単に

ICT 機器を使えるようになるというテクニカルな力の

育成や ICT 機器の活用を第一義的な目的とした授業

づくりがねらいなのではなく，ICT を通じて教員の

やる気を引き出し，全体的な授業改善，指導力向上に

つなげようとしているのである。その点で，ICT 機

器を活用した授業は子どもの興味関心をひくなど成果

が目に見えやすく，教師が授業改善の手応えを得やす

いツールとも言える。このように，学校経営・学校改

善の要となる人材育成の点からも ICT 活用を進める

ことには一定の意義が見出される。この点においても

ICT 化を戦略的に用いる視点が校長には求められる。

（２）校長の教育ビジョンとテクノロジー観

　当然のことながら，ICT は，子どもにどういう力

をつけたいのかという明確な教育ビジョンのもとで

活用されてこそ意味がある。校長の自由記述におい

ては，ICT 活用により子どもの興味関心をひく分か

りやすい授業づくりができ，また瞬時に多様な情報

が収集でき調べ学習が容易になったことが多く指摘

されている一方で，たとえば「じっくり考えること」，

「思考力」，「書く・話すといった身体的な活動」の重

要性を指摘する記述もみられた。これは，ある面で

ICT を無条件に推進することへの不安の表れともと

れる。ここで問われるのが，校長の持つ「テクノロジー

観」である。キューバン（2004）は次のように指摘

する。「以前にはなかなか手に入らなかったような情

報を瞬時にして手に入れることと，時間をかけて情

報を吟味しそれを知識として変え，さらに長い時間

をかけてその知識を知恵に変えることとは別である。

情報を知識に変えるには批判的思考，論理性，判断

力が求められる。」（198 頁）つまり，インターネット

を用いて情報に迅速にアクセスできることで子ども

の知識量が増すというわけでもなければ，ICT の活

用がすなわち思考力や判断力の育成を阻害するとい

うことでもないのである。学校が子どもに身につけ

ようとする力，たとえば思考力や判断力，表現力と

いったものに ICT がどのように影響，貢献しうるの

か，校長自身のテクノロジー観（ICT 観，ICT に対

する基本姿勢，とらえ方）を明確にした上で，子ど

もの現状に照らした ICT 活用の必要性と範囲・程度

の明確化，カリキュラムと関わらせた ICT 活用の十

分な位置づけ等について検討し，組織的・体系的な

取り組みにしていくことが重要である。

（３）協同的な学習での ICT 活用

　教授学習活動において，調べ学習への成果・効果

が多く指摘されていたことや，「コミュニケーション

力」や「書く力」の重要性が指摘されていたことから，

インプットのツールとして ICT が活用されている実

態，あるいは子ども同士の双方向のやり取りに ICT
が十分活用されていない実態が浮かび上がる。先述

の予備的な聞き取り調査においても，

《今の子どもは一人で 50 分考えるのは難しい。皆で

やる学び合いが必要。学び合いと抱き合わせで ICT
を入れるといいのではないか》（中高一貫校校長）（注 6）

という指摘があった。自分の考えや思いを整理した

り，表現するアウトプットのツールとしての ICT 活

用，あるいは互いに考えを交流しながら学びを深め

ていく協同的な学習に役立つ ICT の活用方法をより

積極的に考えていく必要があると思われる。

（４）大局的なビジョンに基づくハード面・ソフト面の

環境整備

　環境整備の重要性については情報化推進の当初か

ら指摘されていることであり，今回の調査において

も環境整備に対する要望がけっして小さくはないこ

とが見てとれた。しかしながら，単に物的な資源を

確保するだけでなく，ICT の長所・短所を踏まえた

学校教育の長期的ビジョンや，ICT 環境整備に関わ

る地域間の格差を縮減するような広域的な施策に取

り組むなど，当局が大局的なビジョンを構築し，そ

の上で，必要な物的・人的・財政的支援をする必要

があることが伺える。

　さらに，学校においては黒板やチョークと同等に

使えるレベルの「手軽さ」が ICT 機器に求められて

いることが伺える。どんなに優れた機器や活用のア

イデアがあったとしても，なじみやすく手軽さを感

じられなければ教職員の間に普及し，浸透すること

はない。そのためには，各学校の実情を尊重する観

点から，学校にある程度の裁量権限を付与し，学校

の実情に応じた機器やソフトの購入・利用ができる

ような支援や措置を採ることが必要であろう。

注
注 1　文部科学省 HP「「教育の情報化ビジョン」の

公表について」
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